
(57)【要約】

【課題】カプセル内視鏡を挿入案内するガイドワイヤの

取り扱いが容易で、しかも清潔に保てるカプセル内視鏡

用ガイドワイヤ収納ケースを提供することにある。

【解決手段】カプセル内視鏡を管腔に挿入案内するカプ

セル内視鏡用ガイドワイヤを収納するためのガイドワイ

ヤ収納ケースであって、ケース本体４に、１本もしくは

複数本のガイドワイヤ１を纏めて収納する収納部５と、

この収納部５に収納されたガイドワイヤ１をその先端部

から引出し可能な開口部７とを設けたことを特徴とする

。

【選択図】図１

JP 2005-230447 A 2005.9.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ プ セ ル 内 視 鏡 を 管 腔 に 挿 入 案 内 す る カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ を 収 納 す る た め の ガ
イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス で あ っ て 、
　 ケ ー ス 本 体 に 、 １ 本 も し く は 複 数 本 の ガ イ ド ワ イ ヤ を 纏 め て 収 納 す る 収 納 部 と 、 こ の 収
納 部 に 収 納 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ を そ の 先 端 部 か ら 引 出 し 可 能 な 開 口 部 と を 設 け た こ と を 特
徴 と す る カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 、 肛 門 か ら 大 腸 等 の 管 腔 に 挿 入 し 、 管 腔 内 を 観 察 す る カ プ セ ル 内 視
鏡 を 挿 入 案 内 す る カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 人 体 の 胃 や 腸 （ 大 腸 、 小 腸 等 ） に 挿 入 し て 観 察 す る 内 視 鏡 は 、 内 視 鏡 本 体 に 可 撓 性 を 有
す る 挿 入 部 が 設 け ら れ 、 こ の 挿 入 部 の 先 端 部 に 照 明 光 学 系 、 観 察 光 学 系 等 を 備 え た 先 端 構
成 部 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 経 口 的 あ る い は 経 肛 門 的 に 体 腔 内 に 挿
入 し て 体 腔 内 を 観 察 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 最 近 で は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 必 要 と し な い カ プ セ ル 内 視 鏡 が 開 発 さ れ て い る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ の カ プ セ ル 内 視 鏡 は 、 照 明 光 学 系 、 観 察 光 学 系 、 バ ッ テ リ
ー 及 び 送 信 回 路 等 が 内 蔵 さ れ て お り 、 口 か ら カ プ セ ル 内 視 鏡 を 飲 み 込 み 、 カ プ セ ル 内 視 鏡
が 食 道 、 胃 、 小 腸 の 順 に 体 腔 内 を 通 過 す る 過 程 で 体 腔 内 を 観 察 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 観 察 光 学 系 に よ っ て 撮 像 さ れ た 画 像 信 号 は 送 信 回 路 に よ っ て 体 外 の 受 信 回 路 に 送
信 さ れ 、 受 信 回 路 か ら モ ニ タ ー に 送 信 さ れ 、 モ ニ タ ー に 観 察 画 像 が 映 し 出 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ０ ０ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ は 、 口 か ら カ プ セ ル 内 視 鏡 を 飲 み 込 み 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 が 自
然 と 食 道 、 胃 、 小 腸 の 順 に 体 腔 内 を 通 過 す る 過 程 で 体 腔 内 を 観 察 す る も の で あ り 、 カ プ セ
ル 内 視 鏡 の 進 行 が 遅 い と と も に 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を 体 腔 内 の 目 的 部 位 に ア プ ロ ー チ す る こ
と は で き な い 。 す な わ ち 、 体 腔 内 を 観 察 中 に 病 変 部 を 発 見 し て も 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を そ の
病 変 部 に 近 付 け て 至 近 距 離 で 観 察 し た り 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を 病 変 部 の 近 く で 一 時 的 に 停 止
し て 観 察 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ の も の は 、 口 か ら 飲 み 込 む 物 で あ っ て 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を 単 独 で 経 肛
門 的 に 大 腸 に 挿 入 し て 大 腸 の 管 腔 を 観 察 す る こ と は で き な い 。 従 っ て 、 大 腸 の 観 察 に お い
て は 、 大 腸 内 視 鏡 が 用 い ら れ 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 経 肛 門 的 に 大 腸 内 に 挿 入 し て 観 察 ・ 処 置
し て い る の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 例 え ば 、
大 腸 等 の 管 腔 に 挿 入 し 、 管 腔 内 を 観 察 す る 体 腔 内 を 進 退 し な が ら 観 察 す る カ プ セ ル 内 視 鏡
を 挿 入 案 内 す る ガ イ ド ワ イ ヤ の 取 り 扱 い が 容 易 で 、 し か も 清 潔 に 保 て る カ プ セ ル 内 視 鏡 用
ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を 管 腔 に 挿 入 案 内 す る カ プ セ
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ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ を 収 納 す る た め の ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス で あ っ て 、 ケ ー ス 本 体
に 、 １ 本 も し く は 複 数 本 の ガ イ ド ワ イ ヤ を 纏 め て 収 納 す る 収 納 部 と 、 こ の 収 納 部 に 収 納 さ
れ た ガ イ ド ワ イ ヤ を そ の 先 端 部 か ら 引 出 し 可 能 な 開 口 部 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る カ プ
セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 を 挿 入 案 内 す る ガ イ ド ワ イ ヤ の 取 り 扱 い が 容 易 で 、
し か も 清 潔 に 保 つ こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 各 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 第 １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ は カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー
ス は 蓋 体 を 開 放 し た 状 態 の 斜 視 図 、 図 ２ は ガ イ ド ワ イ ヤ を 必 要 な だ け 引 出 し て 使 用 し て い
る 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 、 可 撓 性 を 有 す る 長 尺 の 金 属 ワ イ ヤ （ 外 径 が １ ～ ３
ｍ ｍ φ ） 、 例 え ば ス テ ン レ ス ワ イ ヤ に よ っ て 形 成 さ れ 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 先 端 部 に は
球 状 の ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ が 設 け ら れ て い る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 、 ス テ ン レ ス ワ イ ヤ
の 単 線 、 撚 り 線 、 密 巻 き コ イ ル あ る い は フ レ ッ ク ス で あ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 潤 滑 性 を 向
上 さ せ る た め に 、 こ れ ら の 外 周 面 に フ ッ 素 コ ー テ ィ ン グ あ る い は 親 水 潤 滑 コ ー テ ィ ン グ を
施 し て も よ い 。 ま た 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 潤 滑 性 に 優 れ た テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） な ど の 合 成
樹 脂 製 の 線 状 体 で も よ い 。 こ の よ う な 潤 滑 性 に 優 れ た 材 料 を 被 覆 あ る い は そ れ 自 体 で ワ イ
ヤ と す る こ と に よ り 、 挿 入 性 は も ち ろ ん 洗 滌 性 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ １ を 収 納 す る 収 納 ケ ー ス ３ の ケ ー ス 本 体 ４ は 、 扁 平 矩 形 状 で 、 内 部 に
は 上 部 開 口 の 円 筒 状 の 凹 陥 部 か ら な る 収 納 部 ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 収 納 部 ５ の 中 央 部
に は 巻 芯 ６ が 設 け ら れ て い る と と も に 、 ケ ー ス 本 体 ４ の 一 側 部 に は 収 納 部 ５ と 連 続 す る 開
口 部 ７ が 設 け ら れ て い る 。 収 納 部 ５ の 開 口 は ケ ー ス 本 体 ４ に 枢 支 さ れ た 開 閉 可 能 な 第 １ の
蓋 体 ８ に よ っ て 閉 塞 さ れ 、 開 口 部 ７ は ケ ー ス 本 体 ４ に 枢 支 さ れ た 開 閉 可 能 な 第 ２ の 蓋 体 ９
に よ っ て 閉 塞 さ れ て い る 。 第 １ の 蓋 体 ８ に は 無 数 の 小 孔 ８ ａ が 穿 設 さ れ 、 収 納 ケ ー ス ３ ご
と オ ー ト ク レ ー ブ で き る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 開 口 部 ７ に は ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 保 持
す る 挟 持 片 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 収 納 部 ５ の 巻 芯 ６ に は ガ イ ド ワ イ ヤ １ が 巻 回 し た 状 態 に 、 収 納 部 ５ に コ ン パ ク ト に 纏 め
て 収 納 さ れ て い る 。 そ し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 先 端 部 は 挟 持 片 １ ０ に 挟 持 さ れ た 状 態 に 保
持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 述 の よ う に 構 成 さ れ た 収 納 ケ ー ス ３ に よ れ ば 、 第 ２ の 蓋 体 ９ を 開 放 す る と 、 開 口 部 ７
か ら ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ が 露 出 す る 。 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ を 持 っ て ガ イ ド ワ
イ ヤ １ を 挟 持 片 １ ０ か ら 外 す と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ が 収 納 部 ５ か ら 引 出 し 可 能 と な る 。 従 っ
て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ を 持 っ て 必 要 な 長 さ だ け 引 出 す と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 収 納 部
５ か ら 繰 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ の 使 用 状 態 で 、 収 納 ケ ー ス ３ か ら 引 出 し た ガ イ ド
ワ イ ヤ １ を 患 者 の 肛 門 １ １ か ら 管 腔 と し て の 大 腸 １ ２ に 挿 入 し 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ を 案
内 と し て カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ３ を 大 腸 １ ２ に 挿 入 し た 状 態 を 示 す 。 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ３ に は
ガ イ ド ワ イ ヤ １ が 挿 通 さ れ る 挿 通 孔 （ 図 示 し な い ） が 設 け ら れ て お り 、 挿 通 孔 の 側 部 に ガ
イ ド ワ イ ヤ １ が 通 過 で き る 切 込 み を 設 け る こ と に よ り 、 長 尺 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 途 中 を 切
込 み を 介 し て が プ セ ル 内 視 鏡 １ ３ の 挿 通 孔 に 挿 通 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 っ て 、 収 納 ケ ー ス ３ か ら 必 要 な 長 さ だ け ガ イ ド ワ イ ヤ １ を 引 出 し 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ の
末 端 側 を 収 納 ケ ー ス ３ の 収 納 部 ５ に 収 納 し た ま ま の 状 態 で 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の た
め 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ が 絡 み 付 い た り 、 床 に 垂 れ 下 が る こ と も な く 、 清 潔 な 状 態 で 使 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明
を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 、 所 定 の 長 さ に 切 断 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ １ で
あ っ て 、 各 ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 先 端 部 に ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ を 設 け た も の で あ る 。 ガ イ
ド ワ イ ヤ １ の 末 端 部 に は ワ イ ヤ の 端 部 を 屈 曲 し た フ ッ ク 部 １ ａ が 設 け ら れ 、 こ の フ ッ ク 部
１ ａ は 他 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ の ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ に 係 合 さ れ て い る 。 従 っ て 、 複 数 本
の ガ イ ド ワ イ ヤ １ が フ ッ ク 部 １ ａ と ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ と を 係 合 す る こ と に よ り 、 複
数 本 が 連 結 さ れ て １ 本 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ａ と し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 連 結 さ れ た １ 本 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ａ を 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 収 納 ケ ー ス ３ の 収 納 部 ５
に 巻 回 し て 収 納 す る 。 そ し て 、 開 口 部 ７ か ら 最 前 端 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ を 引 出 す と 、 そ の ガ
イ ド ワ イ ヤ １ の フ ッ ク 部 １ ａ に 係 合 し て い る ２ 番 目 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ の ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入
部 材 ２ が 開 口 部 ７ ま で 引 出 さ れ る 。 従 っ て 、 開 口 部 ７ の 付 近 で フ ッ ク 部 １ ａ と ガ イ ド ワ イ
ヤ 導 入 部 材 ２ と の 係 合 を 解 除 す る こ と に よ り 、 最 前 端 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ と ２ 番 目 の ガ イ ド
ワ イ ヤ １ と が 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 収 納 ケ ー ス ３ か ら 引 出 さ れ た 最 前 端 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ の み を 使 用 す る こ と に よ
り 、 後 続 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 収 納 ケ ー ス ３ に 収 納 さ れ た ま ま 清 潔 な 状 態 に 保 つ こ と が で き
る 。 ま た 、 最 前 端 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ の フ ッ ク 部 １ ａ と 後 続 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ の ガ イ ド ワ イ
ヤ 導 入 部 材 ２ と を 係 合 す る こ と に よ り 、 後 続 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ の ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２
が 開 口 部 ７ ま で 引 出 さ れ る た め 、 後 続 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ を 使 用 す る 際 に 引 出 し や す く 、 取
り 扱 い が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） は 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 は 同 一 番 号
を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 の 収 納 ケ ー ス は 、 台 紙 １ ６ と 合 成 樹 脂 材 料 か ら な る
透 明 カ バ ー １ ７ と か ら な る デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル の ブ リ ス タ ー パ ッ ク １ ５ で あ り 、 内 部 に は 収
納 部 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 収 納 部 １ ８ と 連 通 し て 透 明 カ バ ー １ ７ の 一 部 に は 切 り
取 り 蓋 １ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 収 納 部 １ ８ に は ガ イ ド ワ イ ヤ １ が 巻 回 し た 状 態 に 、 収 納 部 １ ８ に コ ン パ ク ト に 纏 め て 収
納 さ れ て い る 。 そ し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 先 端 部 の ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ は 切 り 取 り 蓋
１ ９ の 内 部 に 収 納 保 持 さ れ て い る 。 従 っ て 、 切 り 取 り 蓋 １ ９ を 切 り 取 る と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ
導 入 部 材 ２ が 露 出 す る 。 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ を 持 っ て ガ イ ド ワ イ ヤ １ を 収 納 部 １
８ か ら 引 出 し 可 能 と な る 。 従 っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ を 持 っ て 必 要 な 長 さ だ け 引 出
す と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 収 納 部 １ ８ か ら 繰 出 さ れ る 。 な お 、 収 納 部 １ ８ に 収 納 さ れ る ガ イ
ド ワ イ ヤ １ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 示 す よ う に 、 複 数 本 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ が フ ッ ク 部 １ ａ と
ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ と を 係 合 す る こ と に よ り 、 連 結 さ れ た １ 本 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ａ で
も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ は 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 し 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明
を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 の 収 納 ケ ー ス は 、 紙 ま た は 合 成 樹 脂 材 料 か ら な る デ ィ ス ポ ー ザ ブ
ル の 袋 体 ２ ０ で あ り 、 内 部 に は 収 納 部 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 袋 体 ２ ０ の 上 部 コ ー ナ 部 に
は 切 取 り 線 ２ ２ を 有 し た 開 口 部 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 収 納 部 ２ １ に は ガ イ ド ワ イ ヤ １ が 巻 回 し た 状 態 に 、 収 納 部 ２ １ に コ ン パ ク ト に 纏 め て 収
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納 さ れ て い る 。 そ し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 先 端 部 の ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ は 開 口 部 ２ ３
付 近 に 収 納 保 持 さ れ て い る 。 従 っ て 、 切 取 り 線 ２ ２ を 切 り 取 る と 、 開 口 部 ２ ３ か ら ガ イ ド
ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ が 露 出 す る 。 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ を 持 っ て ガ イ ド ワ イ ヤ １ を 収
納 部 ２ １ か ら 引 出 し 可 能 と な る 。 従 っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ を 持 っ て 必 要 な 長 さ だ
け 引 出 す と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 収 納 部 ２ １ か ら 繰 出 さ れ る 。 な お 、 収 納 部 ２ １ に 収 納 さ れ
る ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 示 す よ う に 、 複 数 本 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ が フ ッ ク 部
１ ａ と ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 ２ と を 係 合 す る こ と に よ り 、 連 結 さ れ た １ 本 の ガ イ ド ワ イ ヤ
１ Ａ で も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 各 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 次 の よ う に 構 成 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 付 記 １ ） カ プ セ ル 内 視 鏡 を 管 腔 に 挿 入 案 内 す る カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ を 収 納
す る た め の ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス で あ っ て 、 ケ ー ス 本 体 に 、 １ 本 も し く は 複 数 本 の ガ イ
ド ワ イ ヤ を 纏 め て 収 納 す る 収 納 部 と 、 こ の 収 納 部 に 収 納 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ を そ の 先 端 部
か ら 引 出 し 可 能 な 開 口 部 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納
ケ ー ス 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 付 記 ２ ） 前 記 ケ ー ス 本 体 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 収 納 し た 収 納 部 を 閉 塞 す る 蓋 体 を 有 し 、
こ の 蓋 体 に は オ ー ト ク レ ー ブ 用 の 小 孔 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の カ
プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 付 記 ３ ） 前 記 収 納 部 に 収 納 さ れ る ガ イ ド ワ イ ヤ は 長 尺 で 、 開 口 部 か ら 必 要 な 長 さ だ け
引 出 す こ と が で き る よ う に 巻 芯 に 渦 巻 き 状 に 巻 回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載
の カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 付 記 ４ ） 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ は 、 所 定 長 の 複 数 本 の ガ イ ド ワ イ ヤ が 連 結 さ れ た 状 態 で 収
納 部 に 収 納 さ れ 、 最 前 端 の ガ イ ド ワ イ ヤ を 引 出 す と 、 後 続 す る ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 が 開
口 部 ま で 導 か れ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー
ス 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 付 記 ５ ） 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ は 、 先 端 部 に ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 、 末 端 部 に フ ッ ク 部 を
有 し 、 先 端 側 の ガ イ ド ワ イ ヤ の フ ッ ク 部 が 後 続 の ガ イ ド ワ イ ヤ の ガ イ ド ワ イ ヤ 導 入 部 材 と
係 合 し て 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ４ 記 載 の カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収
納 ケ ー ス 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 付 記 ６ ） 前 記 ケ ー ス 本 体 は 、 デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル な ブ リ ス タ ー パ ッ ク で あ る こ と を 特 徴
と す る 付 記 １ 記 載 の カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 付 記 ７ ） 前 記 ケ ー ス 本 体 は 、 デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル な 袋 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １
記 載 の カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 付 記 ８ ） 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ は 、 外 周 面 に フ ッ 素 コ ー テ ィ ン グ あ る い は 親 水 潤 滑 コ ー テ
ィ ン グ が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納
ケ ー ス 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 こ の 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 前 記 実 施 形 態 に 開 示
さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実 施
形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 さ ら に 、 異 な る 実 施
形 態 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 合 わ せ て も よ い 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 用 ガ イ ド ワ イ ヤ 収 納 ケ ー ス は
蓋 体 を 開 放 し た 状 態 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 必 要 な だ け 引 出 し て 使 用 し て い る 状 態 の 斜 視
図 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は ブ リ ス タ ー パ ッ ク の 斜 視 図 、 （ ｂ ）
は 切 り 取 り 蓋 を 外 し た 状 態 の ブ リ ス タ ー パ ッ ク の 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 し 、 袋 体 の 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ … ワ イ ヤ ガ イ ド 、 ３ … 収 納 ケ ー ス 、 ４ … ケ ー ス 本 体 、 ５ … 収 納 部 、 ７ … 開 口 部
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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